
琵5 G a A 1 A s　レ-ザを用いた

T m, H o : Y A Gの吸収スペクトルの渡度依存性

Temperature Dependency of Absorption Spectrum of Tm,Ho:YAG

by GaAIAs Diode Laser

小川　卯人羊,　　大波　一三㌦　　　　板部　敏和",　　　浅井　和弘¥

Shigeto Ogawa¥, Katsumi Ohnami¥, Toshikazu Itabe**, Kazuhiro Asai羊

東北工業大学芋

TohokLi Institute of Technology‡

郵政省通信総合研究所日

Communications Research Laboratory*'1

Ministry of Posts and Telecommunications

Abstract : Tm,Ho:YAG and Tm:YAG lasers are very interesting transmitter for lidar

because of 'eye-safe' . we have been investigating those　2/Jin solid-state laser pumped

by LD . In this report , absorption spectrum with temperature dependency is discussed

1.　は　じめに

近年､半導体レ-ザ(以下L Dと略す)励起固体レ-ザは効率や寿命の点でランプ励起よ　り優

れているため新しい光源と　して注目されているc TmやHoなどの希土類をドープしたTm:YAGやTin,Ho:

YAGレ-ザは｢アイセーフ｣の点からもライダー用光源と　して着用である2)3)O　我々は､以前よ　り　こ

れら2n m固体レ-ザを用いたコ　ヒ-レント･ライダーの研究･開発を進めている｡

本文ではー　これらのレ-ザの研究の一環と　して行ったTm,Ho:YAGの吸収スペクトルの温度依存性を

実証する｡

2.実験方法

一般にL Dは､電流を増加させるのに伴って発振波長が変化する｡また､発振波長は､　L Dの

動作温度に強く依存している.そこで､吸収特性に先だって､　まずL DのI(電流)一　入-(波長)特性

とT(湿度)-　Å特性に関する実験を行った｡

Tm,弱o:YAGの吸収特性を測定するための構成図

をFIg.1に示す｡ L Dは､ Spectra Diode Labs社

のSDL-2432-Hl (最大出力　500mW)を使用した｡

そこからの出力光は､ LENSlによってコ　7)メート

された後､ ANAMORPHIC PRISM PAIRSによ　り　円形に

矯正し､ LENS2で集光してTin,Ho:YAG結晶に入射さ

れる｡結晶からの透過光は､ gentec社のPS-310の

detector headを通してTPM-310で測定される｡使

用したTm,Ho:YAG結晶の大きさは､ 4【mm]×2【mm]

×3【 ] (横×高さ　×長さ)で､入力側の端面 Fig. 1 EXPERIMENTAL SETUP

(4【mm】×2【mm】)に2.1fj.mでH Rコーティ　ングが､

0.785u mではA Rコーティ　ングがなされている　YAG結晶冷却用のTE coolerは､ 3段のベルチェ素

子を使用し､最大-15【oC】まで温度を下げられる｡なお､冷却時には除湿のため窒素置換を行ってい

る｡

3.潮定結果

典型的なL DのI　-1特性をFig.2に示す｡なお､この時のL Dの動作温度は8[-C]である｡
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Fig- 2　CURRENT vs.　WAVELENGTH
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Fi g. 4　ABSORPTI ON of Tm,Ho:YAG

o-･申:Tm,Ho:YAG c o ol e d t0　-15 [℃】

da t f r om r e f- 1)

図より､電流が増加すると発振波長が長波長側に移動する事

がわかる｡なお､この時のシフト量と　して△入/A I　=3.52

lnm/A】が得られた｡一方､駆動電流400【mA1-定で測定したT一

入特性を　Fig.3に示す｡ Fig.3の直線は測定データより回帰直線

を求めたものである｡これらL Dに対する基礎データをもとに､

Thi,Ho:YAG結晶漫度をパラメータにして吸収特性の実験を行った｡

その結果の一例をFig.4に示す｡実線の吸収特性は参考文献1)

に掲載されていたもので､点線はTm,Ho:YAG結晶温度を-15【oC】

にした時の結果である｡スペクトルの形態は類似しているが､ 784tnm1　786【nmlの範囲-では吸収さ

れる帯域が広いのがわかる｡よってこの実験によ　り786【nmjでもっとも吸収されることがわかったO

4.おわり　に

本実験の結果､湿度を下げていく　とわずかではあるが吸収スペクトルが長波長側に移動する事

が判明した｡そしてFig.4で示したように､ Tm,Ho:YAG結晶湿度が-15【oC】の時にはL Dの発振波長を

786【nm]に同調させなければならない｡今後､これらの基礎データからL D励起cwTm,Ho:YAGレ-ザ

の最適劫作法について研究を進めていく｡
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